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考え方

⚫ 関税定率法上の基本税率は、中長期的な観点から、内外価格差や真に必要な保護水準等を勘案して設
定されている税率。

⚫ 関税暫定措置法上の暫定税率は、政策上の必要性等から、適用期限を定めて、基本税率を暫定的に修
正する税率。

令和４年度改正

⚫繊維製品の税細分の統合
⚫たまねぎの基本税率化
⚫ノルマルパラフィンの暫定税率の撤廃

令和５年度改正 ⚫プロポリス原塊及びセルラーバンブーパネルの税細分の設定

令和６年度改正
⚫ルイボスの税細分の設定
⚫ポリ塩化ビニル（PVC）製使い捨て手袋の暫定税率の撤廃

＜ 最近の個別品目の関税率の見直し状況 ＞

最近の個別品目の関税率の見直し状況
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項目名 輸入額（注）
※令和5年度実績

現行税率
※括弧外：ＷＴＯ協定税率
括弧内：基本税率

１
リチウム＝ビス（オキサラ

ト）ボラート
(略称: LiBOB)

約1,437億円 3.1％ （4.6％）

リチウムイオン電池（LIB）用電解液の添加剤と
して使用。

２

シクロヘキシル（エチ
ル）（ジメチル）アンモ
ニウム＝ブロミド

（略称: CEDMAB）

約79億円 3.9％ （4.6％）

ディーゼルエンジンの排ガス浄化に使用される触
媒の原料として使用。

３

シクロヘキシル（エチ
ル）（ジメチル）アンモ
ニウム＝ヒドロキシド
（略称: CEDMAH）

４ 1,6-ヘキサンジオール

約142億円 3.1％ （4.6％）

合成・人工皮革や塗料、接着剤などの幅広い製
品に加工される各種化学製品の原料として使用。

⚫ 鉱工業品については以下の項目について、基本税
率無税化の要望が提出されている。

令和７年度改正要望

（注）いずれも既存の分類のうち一部の物品に係る改正要望等であり、貿易統計か
ら輸入額を取得することができないため、当該物品が属す分類の輸入額を参考
として記載。

個別品目の関税率の見直し（鉱工業品）

３．現状及び見直しの方向性

２．製造・加工工程

⚫ 国内生産者は存在せず、海外（ドイツ、中国、韓国）から全量を輸
入（今後、中国及び韓国からの輸入が増加見込み）

⚫ カーボンニュートラルの実現や、我が国自動車産業の電動化目標達
成に向けて、本品目は引き続き高い国内需要が見込まれるため、仕
入れコストの削減が必要

⚫ 関税を無税とすることの意義は認められる一方、安定供給の観点も
踏まえ、将来的なリチウムイオン電池関連のサプライチェーンの展開を
見極める必要

⚫ 従って、基本税率ではなく、暫定税率において無税としたい

１．使用用途

電気自動車等に使用されるリチウムイオン電池
（LIB）用電解液の添加剤として利用され、LIBの
寿命と出力を向上させることが可能。

リチウム＝ビス（オキサラト）ボラート（略称: LiBOB）
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３．現状及び見直しの方向性

２．製造・加工工程

シクロヘキシル（エチル）（ジメチル）アンモニウム＝ブロミド
（略称: CEDMAB）
シクロヘキシル（エチル）（ジメチル）アンモニウム＝ヒドロキシド
（略称: CEDMAH）

１．使用用途

⚫ 国内生産者は存在せず、海外（インド等）から全量を輸入
⚫ 令和７年度以降、米国からの輸入が開始する見込み

⚫ 国内外における自動車排ガス規制の強化への対応に向け、コス
ト面・機能面で従来の原料から代替が進むCEDMAB及び
CEDMAHを用いて製造されるSCR触媒の需要拡大が見込ま
れるため、仕入れコストの削減が必要

⚫ 調達安定性の確保及び国内ゼオライトメーカー等の国際競争力
維持を図るため、基本税率を無税としたい（4.6％→無税）

ディーゼルエンジンの排ガス浄化に使用されるSCR
触媒に用いられるゼオライトの原料（構造指向剤）。
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３．現状及び見直しの方向性

２．製造・加工工程

⚫ 国内の幅広い川下製品の国際競争力向上を図るため、基本税
率を無税としたい（4.6％→無税）

⚫ 自動車向けの合成・人工皮革をはじめ、塗料や接着剤など国民
生活に関わる幅広い製品の原料となっていることから、今後も引
き続き高い国内需要が見込まれるため、仕入れコストの削減が
必要

１．使用用途

自動車向けの合成・人工皮革をはじめ、塗料
や接着剤などの幅広い製品に加工される、各種
化学製品の原料。

1,6-ヘキサンジオール

⚫ 2023年上半期に国内生産が終了し、現在、国内生産者は存
在せず、海外（米国、ドイツ、中国等）から全量を輸入

国内産業

➢ 合成皮革
➢ 人工皮革
➢ 塗料
➢ 接着剤
➢ コーティング剤 など

1,6-ヘキサン
ジオール
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個別品目の関税率の見直し（鉱工業品）
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